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1953年生まれ。愛知県立旭丘高校を経て早稲田大学政治経済

学部に入学、77年卒業、80年同大学院経済研究科修士課程

修了。同年八千代証券(現三菱ＵＦＪモルガンスタンレー証券)

に入社し2010年に退社。その間、埼玉大学大学院経済科学

研究科博士後期課程に入学し博士号を取得。2012～ 13年ま

で内閣府大臣官房審議官、内閣官房内閣審議官、13年４月よ

り日本大学国際関係学部教授、16年 4月より法政大学法学部

教授に就任し24年 3月定年退職、「資本主義の限界」と「成

長信仰宗教批判」を展開。マクロ経済、国際金融を文明史論

的な視野から見た著作の数々を刊行、新たな世界のあり方を

探っている。

【みずの・かずお】

Ｉ
Ｔ
革
命
は
、

は
た
し
て「
革
命
」に
値
す
る
の
か
Vol.20

　
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
米
株
式
市
場

は
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
に
沸
い
て
い
る
。そ
れ
に
連
動
し
て
日
経

平
均
株
価
は
５
万
４
千
円
台
を
つ
け
、史
上
最
高
値
を
更

新
し
た
。

　
１
９
７
１
年
に
イ
ン
テ
ル
が
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ

サ
ー
を
開
発
し
て
以
来
、現
在
に
至
る
ま
で
の
技
術
革
新

を
第
三
次
産
業
革
命
、あ
る
い
は
情
報
革
命
と
称
し
て
い

る
。「
革
命
」と
言
え
る
た
め
に
は
、
社
会
に
広
範
な
影
響

を
与
え
、近
代
国
民
国
家
の
時
代
に
お
い
て
は
結
果
と
し

て
国
民
の
生
活
水
準
の
向
上
に
資
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。過
去
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
第
二
次

産
業
革
命（
１
８
７
０
～
１
９
０
０
年
）と
比
較
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
第
三
次
産
業
革
命
が「
革
命
」に
値
す
る
か

ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
次
産
業
革
命
に
よ
る
発
明
が
現
在
の
豊
か
な
生

活
を
可
能
と
し
た
。具
体
的
に
は
電
気
、
内
燃
機
関
、
上

水
道
、室
内
ト
イ
レ
、通
信
、娯
楽
、化
学
、石
油
な
ど
で
あ

る
。こ
の
革
命
は
１
８
９
０
～
１
９
７
２
年
ま
で
80
数
年

間
に
わ
た
っ
て
労
働
生
産
性
を
飛
躍
的
に
高
め
て
き
た
。

米
労
働
生
産
性
統
計
に
よ
れ
ば
、こ
の
間
労
働
生
産
性
は

年
率
２
・
33
％
で
上
昇
し
、
累
計
で
６
・
５
倍
と
な
っ
た
。

労
働
生
産
性
に
概
ね
比
例
す
る
生
活
水
準
は
飛
躍
的
に

上
が
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、第
三
次
産
業
革
命
の
発
明
は
、Ｐ
Ｃ
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、ス
マ
ホ
、Ａ
Ｉ
な
ど
で
あ
り
、技
術
面
で
比
較
す

れ
ば
、第
二
次
の
そ
れ
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
に

高
度
だ
。と
こ
ろ
が
労
働
生
産
性
で
み
る
と
、
１
９
７
３

年
か
ら
２
０
２
４
年
の
間
、
わ
ず
か
２
・
５
倍（
年
率
１
・

84
％
増
）し
か
上
が
っ
て
い
な
い
。

　
米
国
の
著
名
な
経
済
学
者
ロ
バ
ー
ト
・
ゴ
ー
ド
ン
に

よ
れ
ば
、「
第
三
次
産
業
革
命
は
、
第
二
次
に
比
べ
る
と

取
る
に
た
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
」
と
手
厳
し
い（
欧
州

の
シ
ン
ク
タ
ン
クC
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米
国
の
経
済

成
長
は
も
う
終
わ
っ
た
の
か
？

　
２
０
１
２
年
）。

　　
労
働
生
産
性
上
昇
率
は
Ｔ
Ｆ
Ｐ
上
昇
率
と
資
本
装
備

率（
Ｋ
／
Ｌ
）に
分
解
で
き
る
。Ｔ
Ｆ
Ｐ
と
は
資
本（
Ｋ
）と

労
働（
Ｌ
）を
増
や
す
こ
と
な
く
経
済
が
成
長
で
き
る
率

を
い
う
。資
本
が
十
分
満
ち
足
り
て
い
る
成
熟
経
済
に
お

い
て
は
、資
本
装
備
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
労

働
生
産
性
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。Ｋ
／
Ｌ

が
一
定
比
率
に
な
る
と
、労
働
生
産
性
は
Ｔ
Ｆ
Ｐ
上
昇
率

と
等
し
く
な
る
。

　
米
国
以
上
に
成
熟
化
し
て
い
る
日
本
の
場
合
、

２
０
０
１
年
以
降
現
在
ま
で
Ｔ
Ｆ
Ｐ
上
昇
率
が
年
０
・

６
％
増
に
対
し
て
、
労
働
生
産
性
は
０
・
４
％
増
と
概
ね

同
じ
と
な
っ
て
い
る
。米
国
の
場
合
は
、
第
三
次
産
業
革

命
に
お
い
て
も
第
二
次
と
同
じ
程
度
に
資
本
装
備
率
が

伸
び
て
い
る
た
め
、労
働
生
産
性
は
Ｔ
Ｆ
Ｐ（
年
０
・
９
％

増
）を
１
％
強
ほ
ど
上
回
っ
て
伸
び
て
い
る
。

　
51
年
経
過
し
て
生
活
水
準
を
２
・
５
倍
に
引
き
上
げ
た

第
三
次
産
業
革
命
は
、
80
年
強
に
及
ぶ
第
二
次
の
６
・
５

倍
に
見
劣
り
す
る
。加
え
て
問
題
な
の
は
、
い
つ
ま
で
も

外
国
資
本
を
米
国
に
引
き
込
ん
で
資
本（
Ｋ
）を
増
や
し

て
も
限
界
が
あ
る
。移
民
を
制
限
す
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
で

は
労
働
量（
Ｌ
）の
増
加
率
が
鈍
り
、Ｋ
の
稼
働
率
が
低
下

し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

　
生
活
水
準
は
、最
終
的
に
は
全
要
素
生
産
性
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
米
国
の

19
世
紀
末
か
ら
現
在
ま
で
の
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
推
移
を
み
る
と
、

19
世
紀
末
か
ら
１
９
５
０
～
59
年
に
か
け
て
上
昇
率
は

加
速
し
、
そ
の
後
１
９
８
０
～
89
年
に
か
け
て
鈍
化
し

た（
図
参
照
）。第
三
次
産
業
革
命
期
の
Ｔ
Ｆ
Ｐ
は
年
１
・

０
％
の
上
昇
率
と
低
迷
し
て
い
る
。

　
労
働
生
産
性
や
Ｔ
Ｆ
Ｐ
で
み
る
と
、第
二
次
の
ほ
う
が

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
良
好
で
、
現
実
の
生
活
で
比
較
し

て
も
苦
役
か
ら
解
放
は
第
二
次
革
命
が
圧
倒
的
に
大
き

い
。１
８
８
６
年
の
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
調
査
に
よ

れ
ば
、当
時
の
生
活
が
大
変
だ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。洗
濯
や
料
理
、室
内
便
器
の
た
め
に
水
を
運
び
、使
用

済
み
の
水
も
運
び
出
す
必
要
が
あ
り
、
85
年
の
ノ
ー
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
主
婦
は
、
平
均
的
に
年
間
１
４
８
㍄

（
２
３
７
㌔
㍍
）を
歩
き
、
35
㌧
の
水
を
運
搬
し
て
い
た
。

そ
れ
を
上
下
水
道
の
完
備
で
解
消
し
た
よ
う
に
第
二
次

革
命
の
恩
恵
は
多
く
の
国
民
に
行
き
わ
た
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、第
三
次
革
命
は
上
位
１
％
の
金
持
ち
に

恩
恵
を
集
中
さ
せ
て
い
る
。

　
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
サ
エ
ズ
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
１
９
９
３

年
か
ら
２
０
２
２
年
の
間
、
米
家
計
の
実
質
所
得（
キ
ャ

ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
実
現
益
を
含
む
）は
35
％
増
加
し
た
。

し
か
し
内
訳
を
み
る
と
、
上
位
１
％
は
１
２
３
％
増
加

（
２
・
23
倍
）
し
た
の
に
対
し
て
、
下
位
99
％
は
20
％
増

だ
っ
た
。30
年
間
で
増
加
し
た
実
質
所
得
の
う
ち
半
分
を

上
位
１
％
が
占
め
て
い
た
。と
く
に
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
以
降
に
な
る
と
、所
得
増
の
う
ち
上
位
１
％
が
81
％
を

占
め
る
ま
で
と
な
っ
た
。ご
く
少
数
の
金
持
ち
が
第
三
次

革
命
の
成
果
を
独
占
し
て
い
る
。

　
21
世
紀
の
労
働
生
産
性
に
は
６
つ
の
逆
風
が
吹
く
と

ゴ
ー
ド
ン
は
予
想
し
て
い
る
。①
人
口
構
成
の
変
化（
労

働
生
産
性
を
０
・
２
％
減
、
以
下
同
じ
）、
②
教
育
達
成
度

の
鈍
化（
０
・
２
％
減
）、
③
格
差
の
拡
大（
０
・
５
％
減
）、

④
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）の
相
互
作
用（
０
・
２
％

減
）、
⑤
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境（
０
・
３
％
減
）、
⑥
家
計
と

政
府
の
過
剰
な
債
務（
０
・
３
％
減
）の
６
つ
で
あ
り
、
こ

れ
を
合
計
す
る
と
１
・
６
％
減
と
な
る
。
１
９
８
７
～

２
０
０
７
年
ま
で
の
労
働
生
産
性
は
年
平
均
１
・
８
％
増

だ
っ
た
の
で
、
逆
風
に
よ
る
１
・
６
％
を
差
し
引
く
と
わ

ず
か
０
・
２
％
増
。こ
れ
が
２
１
０
０
年
ま
で
に
起
き
る

と
い
う
の
が
ゴ
ー
ド
ン
の
予
想
だ
。

　
ゴ
ー
ド
ン
の
予
想
と
サ
エ
ズ
の
分
析
を
組
み
合
わ
せ

る
と
、
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
、
下
位
99
％
の
人
々

の
実
質
所
得
は
全
米
の
伸
び
率
と
く
ら
べ
て
１
・
１
％

も
低
い
た
め
、
全
体
の
所
得
の
伸
び
が
０
・
２
％
増
に
鈍

化
す
る
と
下
位
99
％
の
生
活
水
準
は
０
・
９
％
減（
＝

0
.2

%
-1

.1
%

）と
な
る
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
聖
職
者
と
貴
族（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の

人
口
の
２
％
）
が
支
配
し
た
中
世
身
分
社
会
に
回
帰
し

て
し
ま
う
。第
三
次
産
業
革
命
が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

「
も
は
や
近
代
で
は
な
い
」と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三
次
革
命
の
恩
恵
は

上
位
１
％
の
金
持
ち
が
独
占

生
活
水
準
向
上
の
鍵
を
握
る

全
要
素
生
産
性（
Ｔ
Ｆ
Ｐ
）

TFPの上昇につながらない第三次産業革命

注：たとえば、1899 年は 1889 年から 1899 年までの平均伸び率
出所：tatistics of the United States, Colonial Times to 1970、サンフランシスコ連銀


